
 

新型コロナウイルス感染症対策本部（第 23 回） 

 

日時：令和２年３月 26日（木） 

17時 35分～17時 50分 

場所：官邸２階小ホール 

 

議 事 次 第 

 

１．開 会 

 

 

２．議 事 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 

３．閉 会 

 

（配布資料） 

資料１   厚生労働省提出資料 

資料２   国家安全保障局提出資料 

参考資料  新型コロナウイルス感染症対策本部設置要綱 

 



新型コロナウィルスに関連した
感染症の現状と対策

令和２年３月２６日（木）

厚生労働省

CS246572
テキストボックス
資料１



中国 香港 マカオ 日本 韓国 台湾
シンガ

ポール

ネパー

ル
タイ

ベトナ

ム

マレー

シア
豪州 米国 カナダ

フラン

ス
ドイツ

カンボ

ジア

スリラ

ンカ

アラブ

首長国

連邦

フィン

ランド

フィリ

ピン
インド

イタリ

ア
英国 ロシア

ス

ウェー

デン

スペイ

ン

感染者数 81218 386 29 1292 9137 216 558 2 827 134 1654 2252 53268 2587 22302 32986 91 102 248 792 552 519 69176 8077 494 2272 39673

死亡者数 3281 4 45 126 2 2 4 15 8 689 27 1100 126 2 1 35 10 6820 422 1 36 2696

ベル

ギー

エジプ

ト
イラン

イスラ

エル

レバノ

ン

ク

ウェー

ト

バー

レーン

オマー

ン

アフガ

ニスタ

ン

イラク

アル

ジェリ

ア

オース

トリア
スイス

クロア

チア

ブラジ

ル

ジョー

ジア

パキス

タン

北マケ

ドニア

ギリシ

ア

ノル

ウェー

ルーマ

ニア

デン

マーク

エスト

ニア

オラン

ダ

サンマ

リノ

リトア

ニア

ナイ

ジェリ

ア

感染者数 4269 402 24811 1930 318 191 392 84 74 316 264 4876 8648 382 2201 70 972 148 743 2566 794 1718 369 5560 187 209 44

死亡者数 122 19 1934 1 4 2 1 23 17 28 86 1 46 6 2 17 10 7 24 276 20 1

アイス

ランド

アゼル

バイ

ジャン

ベラ

ルーシ

ニュー

ジーラ

ンド

メキシ

コ

カター

ル

ルクセ

ンブル

ク

モナコ
エクア

ドル

アイル

ランド
チェコ

アルメ

ニア

ドミニ

カ共和

国

インド

ネシア

アンド

ラ

ポルト

ガル

ラトビ

ア

セネガ

ル

サウジ

アラビ

ア

ヨルダ

ン

アルゼ

ンチン
チリ

ウクラ

イナ

モロッ

コ

チュニ

ジア

ハンガ

リー

リヒテ

ンシュ

タイン

感染者数 648 87 81 155 367 526 1099 23 1049 1329 1394 249 312 686 164 2362 197 86 767 154 301 922 97 170 114 187 51

死亡者数 2 1 4 8 18 6 1 3 49 1 23 4 2 3 4 3 8

 
ポーラ

ンド

スロベ

ニア

パレス

チナ

ボスニア・

ヘルツェゴ

ビナ

南アフ

リカ

ジブラル

タル（英

領）

ブータ

ン

カメ

ルーン
トーゴ

セルビ

ア

スロバ

キア

バチカ

ン

コロン

ビア
ペルー

コスタ

リカ
マルタ

パラグ

アイ

バング

ラデ

シュ

モルド

バ

ブルガリ

ア

モル

ディブ

ブルネ

イ

キプロ

ス

アルバ

ニア

ブルキ

ナファ

ソ

チャンネル

諸島（英王

室属領）

モンゴ

ル

感染者数 901 480 59 166 554 15 2 66 20 303 204 4 306 416 177 110 27 39 125 218 13 104 124 123 114 1 10

死亡者数 8 3 1 3 1 3 5 2 1 3 1 3 1 4 4

パナマ
ボリビ

ア

ホン

ジュラ

ス

コンゴ

民主共

和国

ジャマ

イカ
トルコ

コート

ジボ

ワール

ガイア

ナ

ガーン

ジー（英

領）

ジャー

ジー（英

領）

ケイマン

諸島（英

領）

キュー

バ

トリニ

ダード・

トバゴ

スーダ

ン
ギニア

エチオ

ピア
ケニア

グアテ

マラ

ベネズ

エラ
ガボン ガーナ

アンティグ

ア・バー

ブーダ

カザフ

スタン

ウルグ

アイ
アルバ

ナミビ

ア

セー

シェル

感染者数 345 29 30 45 21 1872 73 23 17 15 3 48 57 3 4 12 25 21 84 6 53 3 72 162 8 7 7

死亡者数 6 1 1 37 1 1 1 1 1 1 2

セント

ルシア

ルワン

ダ

エスワ

ティニ

キュラ

ソー

スリナ

ム

モーリ

タニア
コソボ

コンゴ

共和国

セントビンセン

ト及びクレナ

ディーン諸島

中央ア

フリカ

ウズベ

キスタ

ン

赤道ギ

ニア

リベリ

ア

タンザ

ニア

グリー

ンラン

ド

ソマリ

ア
ベナン バハマ

モンテ

ネグロ

バルバド

ス（英

領）

キルギス
ザンビ

ア
ジブチ

ガンビ

ア

モーリ

シャス

フィ

ジー

エルサ

ルバド

ル

感染者数 3 40 4 3 7 2 61 4 1 4 50 9 3 12 2 1 6 4 47 18 42 3 3 3 42 4 5

死亡者数 1 1 1 1 2

チャド
ニカラ

グア

モントセ

ラト（英

領）

マダガス

カル
ハイチ アンゴラ

ニジェー

ル

パプア

ニューギ

ニア

ジンバブ

エ

カーボベ

ルデ

エリトリ

ア

東ティ

モール

マン島

（英王室

属領）

ウガンダ
ニューカ

レドニア
シリア

モザン

ビーク
グレナダ ベリーズ

バミュー

ダ（英

領）

ミャン

マー

ドミニカ

国
ラオス

タークス・

カイコス諸

島（英領）

その他 計

感染者数 3 2 1 17 7 3 3 1 3 3 1 1 2 9 5 1 3 1 1 2 2 2 2 1 712 415856

死亡者数 1 1 10 18353

※１ うち144例は無症状病原体保有者（症状はないが、検査が陽性となった者）

※２ この他にチャーター便で帰国後、３月１日に死亡したとオーストラリア政府が発表した１名がいる。当該死亡者は豪州の死亡者欄に計上。 1



PCR検査陽性者

現在も入院等 退院者 死亡者

１２９２（＋９８）
８８８（＋４７） ３５９（＋４９）

４５（＋２）

【国内事例】

新型コロナウイルス感染症に関する入退院の状況

（注）１【国内事例】には、空港検疫で確認されたＰＣＲ検査陽性者２３名を含む。
２【クルーズ船事例】にはチャーター便帰国した者（４０名）は含めない。
３【クルーズ船事例】には藤田岡崎医療センター分を含む。

３月２５日（水）１８時時点

PCR検査陽性者

現在も入院等 退院者 死亡者

６７２
６１（－4） ６０１（＋4）

１０

【クルーズ船事例】

PCR検査陽性者

現在も入院等 退院者 死亡者

１９６４（＋9８）
９４９（＋４３） ９６０（＋５３）

５５（＋２）

【総計】

重症→軽～中等症になった者 ２４

重症→軽～中等症になった者 ２９

重症→軽～中等症になった者 ５３

2



新型コロナウイルス感染症の発生状況

【上陸前事例】※ 括弧内は前日からの変化

PCR検査陽性者
※【 】は無症状
病原体保有者数

退院等している者 人工呼吸器又は集中治
療室に入院している者
※7

死亡者

クルーズ船事例
（水際対策で確認）
（3,711人）※4

712※5

【331】

601
(+4)※6

11 10※8

※4 那覇港出港時点の人数。うち日本国籍の者1,341人 ※5 船会社の医療スタッフとして途中乗船し、PCR陽性となった1名は含めず、チャーター便で帰国した40名を含む。
国内事例同様入院後に有症状となった者は無症状病原体保有者数から除いている。※ 6退院等している者601名のうち有症状322名、無症状279名。チャーター便で帰国した者を除く。
※7 29名が重症から軽～中等症へ改善(うち12名（+3）は退院) ※8 この他にチャーター便で帰国後、3月1日に死亡したとオーストラリア政府が発表した１名がいる。

※令和２年３月２５日１８時時点【国内事例】 ※ 括弧内は前日からの変化

PCR検査
陽性者

PCR検査
実施人数

うち無
症状
者

うち有症状者 症状
有無
確認
中

死亡
者数
（別
掲）

うち退
院した
者

うち入院
治療を
要する者

うち退
院した
者

うち入院
治療を
要する者

うち軽～
中等症の
者

うち人工呼吸
器又は集中治
療室に入院し
ている者※３

うち
確認中

うち入
院待
機中
の者

うち入
院中
の者

うち入
院待機
中の者

国内事例
（チャーター便帰国

者を除く）

1254
(+93)

127
(+14)

35
（+１）

90
(+13)

85
(+13)

5 1119
(+79)

308
(+48)

765
(+26)

504
(+30)

56
(-１)

202 
(-１)

６
（+１）

8
45

(+2)
22,859 
(+1593)

空港検疫
23

(+5)
13 0 13 13 0

10
(+5)

１
9

(+5)
9

(+5)
０ ０ ０ ０ ０

1,484
(+58)

チャーター便
帰国者事例
（水際対策で確

認）

15 4 4 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 829

合計
1,292

(+98)
144
(+14)

39
（+1）

103
(＋13)

98
(+13)

5
1140
(+84)

320
(+48)

774
(+31)

513
(+35)

56
(-１)

202
（-1）

６
（+1）

8
45

(+2)
25,172

(+1651)

※2

※1

※令和２年３月２５日１８時時点

※１ うち日本国籍の者900(+31)人（これ以外に国籍確認中の者がいる）
※２ うち海外移入が疑われる事例が197例
※３ 今までに重症から軽～中等症へ改善した者は24（+4）名

3



帰国者・接触者相談センター 帰国者・接触者外来等 （参考）一般電話相談窓口

設
置
目
安

各保健所への設置を目安

※保健所件数：472件（H31.4.1）

二次医療圏に１カ所以上

※二次医療圏数 ：335（H30.4.1）

なし

※一般電話相談窓口は医療機関の紹介を
行わないため、地域ごとに設置する必
要がなく、各自治体が必要な回線数を
設置できていればよい。

設
置
件
数

47都道府県、527施設で設置

※2/12に全都道府県での設置を確認、
前日比±0施設

47都道府県、1,050施設で設置
※2/13に全都道府県での設置を確認、
前日比＋4施設

※2/21に全二次医療圏での設置を確認

47都道府県で設置済

対
応
件
数

相談件数は全国で271,714件
（2/3～3/24）

※前日比13,941件増加

帰国者・接触者外来の受診者
数は全国で12,669件（2/1～
3/24）

※前日比581件増加

東京都：8,712件（1/29～2/27）
(2/26:428件、2/27:414件)

大阪府：5,174件（1/29～2/27）
(2/26:263件、2/27:215件)

宮城県：2,272件（2/4～2/27）
(2/26:213件、2/27:242件)

岡山県：1,067件（2/4～2/27）
(2/26:126件、2/27:164件)

※報告対象ではないため、専用ダイヤルを設置
したいくつかの都道府県へ聞き取り調査を実施。

そ
の
他

・保健所のほか、県庁や市役所の感染症
対策担当課に設置している都道府県も
ある。

・全都道府県が24時間土日も対応可能
である（各ホームページ上でも公表）。

・2/27に相談件数の増加が著しい27都道
府県に電話回線の状況を聴取したが、
特段輻輳は生じていない。

・1,050施設のうち感染症指定医療機関
は412施設。

・専用回線を設置している都道府県は神
奈川県含め22都府県。

・都道府県とは別に一般電話相談窓口を
設置している市区町村もある。

新型コロナウイルス感染症に係る国内の体制整備について
3/25(水)
17時時点

4
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の
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に
よ
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第
十
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条
の
規
定
に
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づ
く
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イ
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フ
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エ
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対
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特
別
措
置
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則
第
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の
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づ
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。
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報
 
告

 

令
和
２
年
３
月

26
日
 

 １
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
の
状
況

 

（
１
）
国
内
に
お
け
る
発
生
の
状
況

 

 
①
国
内
に
お
け
る
感
染
者
数
等
 

 
 
・
 
本
年
１
月

15
日
に
、
国
内
に
お
い
て
は
じ
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
。

 

 
 
・
 
同
年
３
月

25
日

18
時
ま
で
に
、
国
内
の
感
染
者
数
は

1,
29
2
人
、
死
亡
者
数
は

45

人
と
な
っ
て
い
る
。

 

 
②
国
内
に
お
け
る
発
生
の
状
況
の
分
析
等

 

・
 
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
分
析
・
提
言
」（

令
和
２
年
３
月

19
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
）
に
お
い
て
、「

北
海
道
以
外
の
新
規
感

染
者
数
は
、
日
ご
と
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
都
市
部
を
中
心
に
漸
増
し
て
お
り
、
３
月

10

日
以
降
、
新
規
感
染
者
数
の
報
告
が

50
例
を
超
え
る
日
も
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
福
祉
施
設
で
集
団
感
染
が
発
生
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。」
、「

感
染
源
（
リ
ン
ク
）
が
分

か
ら
な
い
感
染
者
の
増
加
が
生
じ
て
い
る
地
域
が
散
発
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
」
、
「
日

本
国
内
の
感
染
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
３
月
９
日
付
の
専
門
家
会
議
の
見
解
で
も
示
し
た

よ
う
に
、
引
き
続
き
、
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
地
域
で
感
染
拡
大
が
み
ら
れ

ま
す
。
諸
外
国
の
例
を
み
て
い
て
も
、
今
後
、
地
域
に
お
い
て
、
感
染
源
（
リ
ン
ク
）
が

分
か
ら
な
い
患
者
数
が
継
続
的
に
増
加
し
、
こ
う
し
た
地
域
が
全
国
に
拡
大
す
れ
ば
、
ど

こ
か
の
地
域
を
発
端
と
し
て
、
爆
発
的
な
感
染
拡
大
を
伴
う
大
規
模
流
行
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
等
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
更
に
感
染
者
数
の
増
加
が
見
ら

れ
る
。

 

 

（
２
）
海
外
に
お
け
る
発
生
の
状
況

 

 
・
 
世
界
保
健
機
関
は
、
本
年
３
月

11
日
の
会
見
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
な
大
流
行
）
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
旨
を
表
明
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し
て
い
る
。

 

 
・
 
世
界
的
に
感
染
者
数
と
死
亡
者
数
の
急
激
な
拡
大
が
見
ら
れ
る
。
 

 
 
※
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
（
括
弧
内
は
本
年
３
月

11
日
と
の
比
較
） 

 
本
年
３
月

11
日
 

同
月

19
日
 

同
月

25
日
 

感
染

が
報
告

さ

れ
た
国
・
地
域

 

11
0
か
国
・
地
域
 

16
1
か
国
・
地
域
 

18
7
か
国
・
地
域
 

感
染
者
数
 

11
8,
65
0
人
 

21
0,
46
9
人
（

1.
77

倍
）
 

41
5,
85
6
人
（

3.
50

倍
）

 

死
亡
者
数
 

4,
29
4
人
 

8,
87
3
人
（
2.
07

倍
） 

18
,3
53

人
（

4.
27

倍
）

 

 （
３
）
海
外
に
お
い
て
感
染
し
、
国
内
に
移
入
し
た
と
疑
わ
れ
る
感
染
者
の
発
生
の
状
況

 

・
 
本
年
３
月

19
日
以
降
、
海
外
に
お
い
て
感
染
し
、
国
内
に
移
入
し
た
と
疑
わ
れ
る
感
染

者
が
連
日

10
人
以
上
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
者
が
国
内
で
確
認
さ
れ
た
感

染
者
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
入
元
の
国
が
流
行
当
初
は
中
華

人
民
共
和
国
に
集
中
し
て
い
た
が
、
現
在
ま
で
に
欧
州
を
中
心
と
し
て
多
様
化
し
て
お
り
、

増
加
と
多
様
化
の
両
面
の
影
響
を
今
後
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

 ２
．
 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度

 

・
 
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
分
析
・
提
言
」
に
お
い
て
「
こ
の
感
染
症

に
罹
患
し
て
も
約

80
％
の
人
は
軽
症
で
済
む
」、
「
５
％
程
の
方
は
重
篤
化
し
、
亡
く
な
る
方

も
い
る
」、
「
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
は
特
に
重
症
化
し
や
す
い
」
等
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
重
症
度
に
つ
い
て
は
、
 致

死
率
が
極
め
て
高
い
感
染
症
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
べ
て
高
い
リ
ス
ク
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
 

 ３
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ

 

・
 
上
記
の
状
況
に
鑑
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ん
延
の
お
そ

れ
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。
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水際対策強化に係る新たな措置 

令和２年３月 26日 

１．入国拒否対象地域の追加（法務省） 

入管法に基づき入国拒否を行う対象地域として、欧州 21か国（注）及び

イランの全域を指定。14 日以内にこれらの地域に滞在歴のある外国人は、

特段の事情がない限り、入国拒否対象とする。 
（注）アイルランド、アンドラ、イタリア、エストニア、オーストリア、オランダ、スイス、

スウェーデン、スペイン、スロベニア、デンマーク、ドイツ、ノルウェー、バチカン、フラン

ス、ベルギー、ポルトガル、マルタ、モナコ、リヒテンシュタイン、ルクセンブルク 

 

２．検疫の強化（厚生労働省） 

東南アジア７か国（注）又はイスラエル、カタール、コンゴ民主共和国若

しくはバーレーンの全域からの入国者に対し、検疫所長の指定する場所で

14日間待機し、国内において公共交通機関を使用しないことを要請。 
（注）インドネシア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア 

 

３．査証の制限等（外務省） 

（１）上記２の国に所在する日本国大使館又は総領事館で３月 27 日までに発

給された一次・数次査証の効力を停止。 

（２）上記２の国に対する査証免除措置を順次停止。 

（３）上記２の国並びに中国（香港を含む。）及び韓国との APEC・ビジネス・

トラベル・カードに関する取決めに基づく査証免除措置の適用を順次停止。 

 

４．中国及び韓国に対して実施中の水際対策の継続 

第 17回新型コロナウイルス感染症対策本部（令和２年３月５日開催）に

おいて、３月末日までの間実施することとした検疫の強化、航空機の到着

空港の限定等、査証の制限等の措置の実施期間を更新し、４月末日までの

間、実施する。右期間は、更新することができる。 

 

上記１．の措置は、３月 27日午前０時から当分の間、実施する。ただし、

実施前に外国を出発し、実施後に本邦に到着した者は、対象としない。 

上記２．の措置は、３月 28日午前０時以降に出発し、本邦に来航する飛

行機又は船舶を対象とし、４月末日までの間、実施する。右期間は、更新す

ることができる。 

上記３．の措置は、３月 28日午前０時から４月末日までの間、実施する。

右期間は、更新することができる。 

以上 
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新型コロナウイルス感染症対策本部の設置について 

 

令和２年１月３０日 

閣 議 決 定 

令和２年３月１７日 

一 部 改 正 

令和２年３月２６日 

一 部 改 正  

 

１ 中華人民共和国で感染が拡大している新型コロナウイルス感染症について、

感染が拡大している現下の状況に鑑み、政府としての対策を総合的かつ強力

に推進するため、また、新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24年法

律第 31号。以下「特措法」という。）第 15条第１項の規定に基づき、下記に

より、新型コロナウイルス感染症対策本部（以下「本部」という。）を設置す

る。 

 

２ 特措法第15条第２項の規定に基づく本部の名称並びに設置の場所及び期間

は、次のとおりとする。 

 （１）名  称  新型コロナウイルス感染症対策本部 

 （２）設置場所  東京都（内閣官房（中央合同庁舎第８号館）） 

（３）設置期間  令和２年３月 26日から新型コロナウイルス感染症対策を

推進するため必要と認める期間 

 

３ 本部の構成員は、次のとおりとする。ただし、本部長は必要があると認める

ときは、関係者の出席を求めることができる。 

 

  本 部 長 内閣総理大臣 

  副本部長 内閣官房長官、厚生労働大臣、新型インフルエンザ等対策特別措

置法に関する事務を担当する国務大臣 

  本 部 員 本部長及び副本部長以外の全ての国務大臣 

 

 

参考資料 



４ 本部に幹事を置く。幹事は、関係行政機関の職員で本部長の指名した官職に

ある者とする。 

 

５ 特措法第 16条第８項の規定に基づき、本部にその事務の一部を行う組織と

して、新型コロナウイルス感染症現地対策本部を設置することができる。その

名称並びに設置の場所及び期間は、本部長が定める。 

 

６ 本部の庶務は、厚生労働省等関係行政機関の協力を得て、内閣官房において

処理する。 

 

７ 前各項に定めるもののほか、本部の運営に関する事項その他必要な事項は、

本部長が定める。 
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